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報恩講厳修
十月三十一日午後二時より

十一月一日午後四時まで

御 正 忌 法 要
十一月二十八日 午前の部 午前十時より
  　  尼講追弔会 午後２時より
    午後の部 引き続き 終了は午後４時を予定しています。
※　お昼に尼講の御膳付きがあります。

法話は午前の部、午後の部の後当寺住職がいたします。

10 月 31 日 午後２時より  午後のおつとめ

   　　６時より  親子の集い

11 月 1 日 午前 9時 30 分より 午前のおつとめ

   午後 1時 30 分より まとめのお勤め

★長寿者などを対象に自宅からゴボハンへ、ゴボハンから自宅
への送迎サービス（無料）を実施いたします。前もって電話を
いただければ係のものが迎えにまいります。是非ご利用くださ
い。

お説教は昨年同様　　松井　勇さん（福光町）です。
お斎は１１月１日あります。

ご近所の方をお誘いの上是非足をお運びください。
住職・役員　心よりお待ち申し上げております。

親子の集い

親子の集いを報恩講中
の三十一日の午後６時
より行います。常入寺
特製のカレーをみんな
で食べてあるものを作
りたいと計画していま
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